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公開シンポジウム 
「十勝の自然と人の暮らし-自然への影響と共存に向けて」 

の開催について 
 

 このたび、帯広畜産大学農業共生圏高度専門人材育成事業の一環として、「野生生物と社会」学会と

本学の共催による公開シンポジウム「十勝の自然と人の暮らし‐自然への影響と共存に向けて」を下記

のとおり開催いたします。 

人の活動は様々な面で野生生物に影響を与えており、種の減少・絶滅の主な要因となっています。

一方で、野生生物による農作物への食害等、野生生物が人の活動に与える影響も少なくありません。

特に十勝地方は農業を基幹産業としており、人と野生生物がどのように関わっていくべきかが大きな

課題となっています。本シンポジウムでは、野生生物の「保護」と「管理」の２つの視点から、人と

野生生物の共存について、講演及びパネルディスカッションを行い、参加者の皆様とともに学びあう

機会としたいと考えております。 

つきましては、本シンポジウムへのご参加及び関係各所への周知につきまして、ご協力くださいま

すよう何卒よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

 日  時 ： 平成２９年１１月４日（土） １５：００～１８：００ 

    会  場 ： 帯広畜産大学 講堂 

    参加方法 ： 事前申し込みは不要です。当日会場までお越しください。 

    お問合せ ： 第 23回「野生生物と社会」学会大会実行委員会 

           帯広畜産大学 環境農学研究部門 特任講師 浅利裕伸 

           E‐mail：asari@obihiro.ac.jp 
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